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第
25
回
理
事
会
を
開
催

事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

　
（
公
財
）
と
く
し
ま
“
あ
い
”

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
５
月
26

日
、
徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
徳
島
市
中
昭
和
町
）
で

第
25
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
同
協
議
会
の
板
東

安
彦
理
事
長
、
手
塚
俊
明
副
理

事
長
ら
11
人
の
理
事
と
監
事
１

人
が
出
席
し
、
理
事
の
職
務
の

執
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

行
っ
た
後
、
第
１
号
議
案
「
令

和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案｢

経

営
健
全
化
計
画
（
地
方
創
生
・

経
営
健
全
化
計
画
）
の
策
定
に

つ
い
て｣

、
第
３
号
議
案
「
定

時
評
議
員
会
の
招
集
及
び
提
出

議
案
に
つ
い
て
」
の
３
議
案
を

審
議
。
各
議
案
と
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
下
の
と
お
り
、
同

決
算
に
つ
い
て
監
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

◆�

第
25
回
定
時
評
議
員
会
を

開
催

　

６
月
13
日
、
県
立
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
徳
島
市
中
昭
和
町
）

で
第
25
回
定
時
評
議
員
会
を
開

き
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
及

び
、「
経
営
健
全
化
計
画
」
に
つ

い
て
報
告
後
、第
１
号
議
案
「
令

和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て
」、
第

２
号
議
案
「
役
員
等
の
選
任
に

つ
い
て
」
の
２
議
案
を
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。財団の運営について審議する評議員の皆さん

第25回理事会の様子

第25回理事会で挨拶を
する板東安彦理事長

資産・負債・正味財産

資産 136,874,416
負債 8,536,972
正味財産 128,337,444

（単位は円）

正味財産の増減額等

当期経常収益 149,220,172
当期経常外収益 0
当期経常費用 148,379,916
当期経常外費用 0
当期一般正味財産増減額 840,256
当期指定正味財産増減額 △1,276,115

（単位は円）
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ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
同
大
会

に
ス
ポ
ー
ツ
、ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
の
３
交
流
大
会
29
種

目
の
競
技
中
20
種
目
に
選
手
・

役
員
ら
２
１
０
人
を
派
遣
し
ま

す
。

　

期
間
中
の
開
催
種
目
と
地
域

は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
本
県
選
手
の
活
躍
ぶ

り
な
ど
大
会
の
様
子
に
つ
い
て

は
、
次
号
『
い
の
ち
輝
く
』
で

詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

◆�

第
29
回
徳
島
県
健
康
福
祉

祭
の
開
催
日
決
ま
る
！

　

と
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
県

内
シ
ニ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
「
徳
島
県
健
康
福
祉
祭
」（
徳

島
県
、（
公
財
）
と
く
し
ま
“
あ

い
”
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
主
催
）

の
開
催
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
総
合
開
会
式
★

▽�

日
時
＝
10
月
21
日
（
土
）

　

９
時
～
９
時
35
分

▽�

会
場
＝
徳
島
市
民
吉
野
川
運

動
広
場
（
吉
野
川
南
岸
河
川

敷
）
多
目
的
広
場
Ｂ

☆
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
大
会

　

開
会
式
☆

▽�

日
時
＝
10
月
７
日
（
土
）

　

９
時
～
９
時
30
分

▽�

会
場
＝
阿
南
市
羽
ノ
浦
町
那
賀

川
河
川
敷（
明
見
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

☆
西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
大
会

　

開
会
式
☆

▽�

日
時
＝
10
月
14
日
（
土
）

　

９
時
～
９
時
30
分

▽�

会
場
＝
美
馬
市
美
馬
リ
バ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
（「
四
国
三
郎
の

郷
」
南
側
の
河
川
敷
）

　
（
各
大
会
競
技
の
日
程
等
詳
細

は
（
公
財
）
と
く
し
ま
“
あ
い
”

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

◆
選
手
ら
２
１
０
人
を
派
遣

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の

　

え
ひ
め
２
０
２
３

　

第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭
え

ひ
め
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

愛
顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
）
が

「
ね
ん
り
ん
を　

重
ね
た
愛
顔　

伊
予
に
咲
く
」
を
テ
ー
マ
に
、

10
月
28
日
（
土
曜
日
）～
同
31
日

（
火
曜
日
）
の
４
日
間
、
愛
媛
県

内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
（
公
財
）
と
く
し
ま
“
あ
い
”

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
購
入
ス
ポ
ン
サ
ー

　ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る

県
選
手
団
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
購
入

に
当
た
り

▽
社
会
医
療
法
人
川
島
会

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
り
ー
ま
ぁ
サ
ー
ビ
ス

▽
株
式
会
社
姫
野
組

が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
購
入
代
金

の
一
部
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
し
た
。

－ 蛋 白 尿 か ら 腎 移 植 ま で －

社 会 医 療 法 人

川島会
特定非営利活動法人
どりーまぁサービスどりーまぁサービス
寄り添うケアをめざして

建設はふるさとの力になる地域や環境保全活
動にも積極的に参
加しています
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◆�

地
域
の
担
い
手
を
目
指
す

19
期
生
１
４
９
人
が
入
学

　

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大

学
院
19
期
生
の
入
学
式
が
５
月

11
日
、
徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
５
階
ホ
ー
ル
（
徳
島
市

中
昭
和
町
）
で
行
わ
れ
、
地

域
の
担
い
手
を
目
指
す
入
学
生

１
４
９
人
（
男
性
82
人
、
女
性

67
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

飯
泉
嘉
門
校
長
が
、
防
災
、

歴
史
文
化
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
徳
島
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
阿

知
能
）
～
新
た
な
視
点
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
～
」
と
題
し
、
浮
世
絵

師
・
写
楽
や
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
、

ア
ニ
メ
、
藍
な
ど
徳
島
に
あ
る

数
々
の
資
源
・
素
材
を
新
し
い

視
点
で
生
か
す
方
法
な
ど
に
つ

い
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
学
生
の
最
高
年
齢
は
男
性

88
歳
、
女
性
87
歳
。
平
均
年
齢

は
71
・
３
歳
。
来
年
３
月
ま
で
歴

史
文
化
、
健
康
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
防

災
、
英
会
話
な
ど
27
講
座
で
学

び
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
向
上
貢
献
に

意
欲
42
期
生
の
入
学
式

　

６
月
８
日
、徳
島
県
シ
ル
バ
ー

大
学
校
42
期
生
の
入
学
式
が
徳

島
市
の
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
徳

島
市
藍
場
町
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

入
学
生
総
数
４
８
９
人
（
男

性
１
４
９
人
、
女
性
３
４
０
人
）

が
一
堂
に
会
し
、
校
長
の
後
藤

田
正
純
徳
島
県
知
事
が
県
内
９

校
（
徳
島
校
、
鳴
門
校
、
小
松

島
校
、
阿
南
校
、
吉
野
川
校
、

美
馬
校
、
牟
岐
校
、
上
板
校
、

東
み
よ
し
校
）
の
代
表
者
に
入

学
許
可
証
を
手
渡
し
た
後
「
大

学
校
で
の
学
び
を
通
じ
て
こ
れ

ま
で
の
知
識
や
経
験
に
い
っ
そ

う
磨
き
を
か
け
、
卒
業
後
は
地

域
の
中
心
的
存
在
と
し
て
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
な

ど
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
入
学
生
を
代

表
し
、
徳
島
校
の
森
通
男
さ
ん

（
徳
島
市
、
88
歳
）
が
「
常
に
社

会
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
を
忘
れ
ず
、
幅
広
い

人
間
と
し
て
自
助
は
も

と
よ
り
、
互
助
の
精
神

を
も
っ
て
共
に
学
び
、

卒
業
後
は
地
域
福
祉
の

向
上
に
役
立
て
る
よ
う

努
力
す
る
覚
悟
で
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
、
四
国

大
学
・
四
国
大
学
短
期

大
学
部
学
長
の
松
重
和

美
さ
ん
が
「
新
あ
わ
学

と
Ｅ
Ｖ
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

宣誓をする入学生代表の森通男さん

式辞を述べる後藤田校長

記念講演をする松重和美さん

後藤田校長から入学許可証を受け取る入学生の代表者

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学
院
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南
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
東
み
よ
し
）、

お
も
て
な
し
外
国
語
講
座
（
中

国
語
会
話
）、
同
（
英
会
話
）
の

９
講
座
の
代
表
者
に
入
学
許
可

証
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
飯
泉
校
長
（
当
時
）

が
「
人
生
１
０
０
年
時
代
で
す
。

卒
業
後
は
皆
さ
ん
が
学
び
で
得

た
よ
り
専
門
的
な
知
識
や
技
能

を
生
か
し
、
地
域
を
支
え
る
存 式辞を述べる飯泉校長

在
と
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

歴
史
文
化
講
座
を
受
講
す
る

大
野
照
子
さ
ん
（
86
歳
、
徳
島

市
）
が
、
入
学
生
代
表
と
し
て

「
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
学
ん
だ
知
識
と
経

験
を
生
か
し
、
地
域
社
会
の
重

要
な
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

第
19
期
生
の
平
均
年
齢
は
72

歳
。
９
講
座
に
分
か
れ
、
来
年

３
月
ま
で
週
１
回
程
度
の
講
座

を
受
講
し
ま
す
。

宣誓をする入学生代表の
大野照子さん

飯泉校長から入学許可証を受け取る入学生の皆さん

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学
院

Ｏ
Ｂ
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
座

生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動
顕
彰

　

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学

院
Ｏ
Ｂ
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
座
の
活

動
が
（
公
財
）
日
本
生
命
財

団
の
「
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活

動
顕
彰
」
に
選
ば
れ
、
７
月

24
日
、
徳
島
県
庁
で
行
わ
れ

た
目
録
贈
呈
式
に
同
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
講
座
の
岩
本
美
惠
子
講
座

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
支
援
活
動
と
し

て
、
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
座
の
テ
キ
ス
ト

作
成
、講
師
・
補
助
講
師
派
遣
、

ま
た
、
同
大
学
院
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス
で
の
講

師
・
補
助
講
師
に
加
え
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
ク
ラ
ブ
活
動

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
児
童
・
少

年
の
健
全
育
成
活
動
な
ど
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。


